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ご活用ください

http://www.pref.osaka.lg.jp/kenkozukuri/boshi/jidougyakutaibousint.html
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児童虐待早期発見のための体制整備

■A・Bいずれも満たしていること

（BについてはB-1・B-2の2項目があり、最低、いずれか片方を満たして
いる必要があります）

※虐待を受けている子どもが救急受診する可能性が高い、小児科・産婦人科・整形
外科・外科・脳外科等の救急告示医療機関では、B-1・B-2の両方の作成が推奨
されます。

A 児童虐待に関する外部機関との連携窓口を設置

B-1 児童虐待に関する委員会の設置

B-2 児童虐待対応マニュアルの作成

■申請書提出時において、整備予定の場合は、備考欄に目途を記載のこと

救急告⽰医療機関認定マニュアルより抜粋
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■A 児童虐待に関する外部機関との連絡窓口を設置

①平日時間内、②平日時間外、③土日・祝日等 ３つの全て
の時間帯で窓口が設置されていること。

救急告⽰医療機関認定マニュアルより抜粋

※連絡窓口となる部署、役職等、氏名、内線番号を記入してください。
担当者不在時の対応について、備考に記入してください。
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■B-1 児童虐待に関する委員会の設置

・設置要綱

・委員名簿

・体制組織図
救急告⽰医療機関認定マニュアルより抜粋

委員会の意義
①（実質的にも精神的にも）主治医の負担を軽減し役割分担をする。
②病院として責任を持つ（主治医だけの責任としない）。

③病院の中で虐待対応に対する知識を結集する。
④虐待の診断に必要な検査や取り組みの提案をする。
⑤院内（他科や多科）連携をスムーズにする。
⑥院外連携（医療機関連携・地域機関連携）をスムーズにする。
委員会のメンバー

虐待対応は、医学的判断のみならず、子どもとの接し方や生活の仕方などから総
合的に判断されることが多いため、医療職以外のメンバーも含めて検討することが
望まれます。

子ども虐待予防早期発見・初期対応の視点P36 病院における対応より

３点が具体的かつ適切であると確認できるこ
と。
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■B-2 児童虐待対応マニュアルの作成

次の5点全てが具体的かつ適切であると確認できること

• チェックリストもしくはアセスメントシート※

• 児童相談所の連絡先一覧

• 平日時間内の児童虐待対応のフローチャート

• 平日時間外の児童虐待対応のフローチャート

• 日・祝日等の児童虐待対応のフローチャート

救急告⽰医療機関認定マニュアルより抜粋

３つの時間別で
フローがわかる
もの

フローチャートについて

救急診療場面においては、子どもの身体状況の重症度が高く、かつ、夜
間の診療時間帯等受診や受診の遅れがある場合も多いので、３つの時間
別の院内対応フローチャートを作成してください。

子ども虐待予防早期発見・初期対応の視点 P26参照
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年度 H29 H30 R元 R2 R3～4

救急告示医療
機関（全280～
290件）の
院内体制整備

体制が整備状況把
握アンケート調査

更新・新規33件全て
に体制整備を確認

更新・新規167件全て
に体制整備を確認

更新・新規103件全てに
体制整備を確認

大阪府の
取組

周知・啓発・現状調
査・ツール作成

院内体制整備支援・
状況確認の、救急
告示認定申請事務
への組み込み

院内体制の実効性確
認の、保健所の立ち入
り検査への組み込み
地域医療への啓発（7
圏域の救急懇話会等）

体制の維持と

実効性担保

地域医療全体の
児童虐待防止体制整備

更新手続き（3年毎）

府域全体において、救急告示医療機関の院内体制整備を標準化

調査・分析

研修会

児童虐待防止医療ネットワーク事業
医療機関における児童虐待防止体制整備

フォローアップ事業

結果を医療機関に
フィードバック、かつ
研修内容に反映

実効性の高い児童虐待
防止体制を、

地域医療全体で整備

研修会・実務者連絡会・相談窓口

20%

70% 100%
体制整備を確認
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終わりに・・・「健やか親子21」（第2次）について

出典：「健やか親子21（第2次）」について 検討会報告書 （一部追記）

平成 27 年度からは、現状の課題
を踏まえ、令和6 年度までを運動
期間とする第2次計画が開始。

「健やか親子２１」は、母子の健康水
準を向上させるための様々な取組を、
みんなで推進する国民運動として、
平成 13 年から開始。 この課題の指標のひとつに、

「児童虐待に対応する院内体制を整
備している二次・三次救急医療機関
の数」があり、国は100％を目標と
しています。平成２８年の調査時点
では、整備できている医療機関数は
全国で1034カ所でした。

医療機関の皆様のご協力があり、大阪府では
いち早く100％を達成することが出来ました。
今後ともよろしくお願いいたします。



《問合せ先》

大阪府健康医療部 保健医療室

地域保健課 母子グループ

代表（06）6941－0351（内線2591）


